
古
都
・
京
都
の 

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区 

  

古
都
・
京
都
は
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
、
世
界
的

に
も
有
名
な
歴
史
的
景
観
を
有
す
る
場
所
で
あ
り
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
日
本
最
大
の
観
光
地
で
も
あ
り
ま
す
。
中
学
生

の
修
学
旅
行
の
定
番
で
も
あ
り
、
皆
さ
ん
も
一
度
は
観
光
に
お

出
か
け
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
京
都
府
に
は
五
ヶ
所
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
よ
く
観
光
に
行
く
中
心
地
に
は
「
祇

園
新
橋
」
「
参
寧
坂
」
の
二
ヶ
所
、
や
や
中
心
地
か
ら
外
れ
た

と
こ
ろ
に
「
上
賀
茂
」
「
嵯
峨
鳥
居
本
」
の
二
ヶ
所
、
山
間
部

に
「
美
山
町
北
」
の
一
ヵ
所
で
す
。
古
都
ら
し
く
「
参
寧
坂
」

「
上
賀
茂
」
「
嵯
峨
鳥
居
本
」
は
、
社
寺
の
門
前
町
と
し
て
発

展
し
た
町
並
み
で
、 

「
祇
園
新
橋
」
は
珍 

し
い
茶
屋
の
町
並
み 

で
す
。
美
山
町
北
に 

つ
い
て
は
、
以
前
ご 

紹
介
し
ま
し
た
が
、 

今
回
は
中
心
地
の 

「
祇
園
新
橋
」
と 

「
参
寧
坂
」
に
つ
い 

て
、
最
近
見
学
す
る 

機
会
が
あ
り
ま
し
た 

の
で
報
告
し
ま
す
。 
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吉
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工
作
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一
六
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環
境
物
件 

六
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祇
園
新
橋
は
祇
園
舎
を
は
じ
め
と
す
る
鴨
東
の
社
寺
や
鴨

川
に
接
し
て
開
け
、
中
世
以
来
、
庶
民
の
文
化
や
芸
能
を
育
て

て
き
た
と
こ
ろ
で
、
江
戸
初
期
の
鴨
川
の
築
堤
工
事
に
よ
り
、

鴨
東
へ
の
市
街
地
の
拡
大
と
遊
行
の
地
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
当
地
区
は
、
祇
園
外
六
町
に
続
い
て
、
正
徳
二
年
（
一

七
一
二
）
祇
園
内
六
町
の
茶
屋
街
と
し
て
開
発
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
、
江
戸
末
期
か 

ら
明
治
期
に
か
け
て
芝 

居
・
芸
能
と
結
び
つ
い 

て
繁
栄
し
、
今
日
に
至 

っ
て
い
ま
す
。 

 

東
西
約
一
六
〇
メ
ー 

ト
ル
、
南
北
約
一
〇
〇 

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
、 

地
区
面
積
一
・
四
ヘ
ク 

タ
ー
ル
は
全
国
の
伝
建 

保
存
地
区
中
最
小
と
見 

ら
れ
ま
す
。 

 祇園新橋の町並み 

 

建
物
は
切
妻
造
・
桟 

瓦
葺
・
平
入
・
二
階
建 

で
、
元
治
二
年
（
一
八 

六
五
）
の
大
火
直
後
に 

建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

 

一
階
に
格
子
を
付
け
、 

二
階
は
座
敷
と
な
っ
て 

正
面
に
縁
を
張
り
出
し 

て
「
す
だ
れ
」
を
か
け 

て
い
ま
す
。 

 

「
祇
園
」
と
い
え
ば
、 

多
く
の
方
が
「
舞
妓
」 

を
連
想
す
る
こ
と
と
思 

い
ま
す
が
、
最
近
は
体 

験
で
舞
妓
に
変
身
で
き 

る
と
こ
ろ
が
増
え
、
そ 

う
い
う
「
変
身
舞
妓
」 

が
街
中
を
歩
い
て
い
る 

の
を
見
か
け
ま
す
。 

 

洗
練
さ
れ
た
建
物
群 

と
石
で
舗
装
さ
れ
た
路 

地
、
地
区
内
を
流
れ
る 

白
川
、
辻
に
安
置
す
る 

辰
巳
大
明
神
な
ど
、
舞
妓
が
歩
い
て
い
て
も
違
和
感
の
な
い
景

観
が
保
存
さ
れ
て
い
る
地
区
で
す
。 

町並みを歩く変身舞妓 
 

 

 地区内を流れる白川  辻にある辰巳大明神 
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条
例
制
定
年
月
日 

昭
和
五
一
年
四
月
一
日 

 

選
定
年
月
日 

 
 

昭
和
五
一
年
九
月
四
日 

 

地
区
面
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八
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二
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 

保
存
物
件
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建
築
物 

二
〇
四
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一
二
一
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

環
境
物
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五
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京
都
は
平
安
建
都
以
来
ほ
ぼ
政
治
の
中
心
地
と
し
て
、

騒
乱
に
よ
り
町
並
み
は
喪
失
と
再
建
を
繰
り
返
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
の
町
並
み
は
維
新
の
争
乱
に
よ
り
市
街
地

の
大
半
が
失
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
期
以
降
の
町
並
み

が
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

参
寧
坂
地
区
は
、
京
都
市
の
東
山
山
麓
に
散
在
す
る
歴

史
的
な
社
寺
（
清
水
寺
・
高
台
寺
・
八
坂
神
社
な
ど
）
を

巡
る
参
詣
道
に
沿
っ
て
発
達
し
た
門
前
町
で
、
江
戸
中
期

以
降
に
町
並
み
が
形
成
さ
れ
、
明
治
・
大
正
期
の
市
街
地

の
拡
大
に
よ
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
道
に
沿

う
茶
店
や
伝
統
工
芸
品
な
ど
の
み
や
げ
物
を
商
う
店
は
、

江
戸
時
代
の
名
所
巡
り
の
様
相
を
伝
え
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 

京
都
東
山
山
麓
の
各
社
寺
を
巡
る
参
詣
路
は
、
高
低
差

が
大
き
い
の
で
す
が
、
参
道
は
比
較
的
緩
や
か
な
坂
道
と

し
て
、
参
道
に
つ
な
が
る
脇
道
は
石
段
な
ど
を
利
用
し
て

 

祇園新橋

参寧坂

整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
傾
斜
地
に
造
ら
れ
た
町
屋
の
家
並

は
、
現
在
そ
の
多
く
が
何
か
し
ら
の
商
売
を
し
て
お
り
、
国
内

外
の
観
光
客
や
修
学
旅
行
生
が
常
に
訪
れ
て
い
る
、
京
都
で
も

  

 参寧坂を散策する観光客 

人
気
の
高
い
地
区
に
な
っ 

て
い
ま
す
。 

 

参
寧
坂
は
、
清
水
寺
の 

参
道
「
清
水
坂
」
の
寺
正 

面
近
く
か
ら
、
北
の
高
台 

寺
や
八
坂
神
社
を
つ
な
ぐ 

町
並
み
で
、「
二
寧
坂
」 

や
「
石
塀
小
路
」
な
ど
、 

周
辺
の
社
寺
と
合
わ
せ
て 

非
常
に
古
都
ら
し
い
景
観 

を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

い
さ
さ
か
観
光
地
化
し 

す
ぎ
て
い
る
趣
も
あ
り
ま 

す
が
、
歴
史
的
な
建
造
物 

を
そ
の
ま
ま
活
用
し
て
い 

る
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う 

か
。
平
成
八
年
に
は
地
区 

を
拡
大
し
、
住
宅
地
も
地 

区
に
入
れ
込
ん
で
い
ま
す 

が
、
近
代
の
住
宅
も
京
都 

ら
し
い
景
観
の
一
部
と
し 

て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 参寧坂の町並み（左右）  

 

 
二寧坂周辺（上下） 


